
  ～社訓＊誠意～      社長室だより             

2020 年 4 月末号 

 

 毎日感染者数の報道や学者、見識者の説法、SNS、ライン、チェーンメールでのコロナ対策等の誤報。 

コロナで気持ちが下がっている方も多いのでは？先月の「社長室だより」にもコメントしたがこのような時こそ、

その人の品格が出てくる。東日本大震災では建物、道路、田畑全てが修復に多くの月日や費用を必要とし原発関

連では未だに解決されない問題を抱え、9年過ぎた今も苦しんでいる多くの人がいる。コロナは目に見えない敵

という恐怖は有るが、自分たちの行動を自粛する事で感染は静まり、その間に薬や自分の体内で抗体を作る事が

できるのだ。自粛と言っても風呂も入れるし、自宅で美味しいものも食べられる。自分の布団で眠れてテレビも

観れるしビールも飲める。人恋しいなら電話も、大きな声で歌う事も。仮設住宅や避難所で板の間の上で何日も

風呂にも入れないわけでは無い。汚染された食品かもしれないとびくびくする必要もない。 

なのに風景が変わらないと我慢できないのが都会人なのか！と。マスクや医療品を買いだめし、足元を見るよう

な高額で商品をふっかけたり、便乗値上げしたり、この国の人間はそんな事をするはずはないと信じていた。 

いや、今でもそう信じたい。スポーツの世界だけでなく、「一人は皆のために、皆は一人のために」と組織は団

結して同じ方向に向かってスクラムを組んでいかないと目標は達成できない。 

会社も同様である。皆さんは生活の基礎である収入を得るために仕事をしていると思うが、金銭以外にも多少

なりとも自分の仕事への使命感・達成感を感じてくれていると思っている。私たちの仕事は何度も言わせてもら

うがライフラインを支えている血管です。ここが止まると血液が流れず「衣食住・医」がつまり、命を繋ぐ事が

できなくなります。どうかプライドを持ち、だからこそ自分に厳しく節度を守り、自己管理をしっかりして任務

を遂行して頂きたい。どうか後ろ指差されるような行為はしないでほしい。こう言う時こそ淡々と、こういう時

だからこそ冷静に情報を聞き分け、何が正しく、何が間違っているか判断して欲しい。そして最終的には私の 

指示に従ってほしい。（私は正しい決断＝間違っていない指示を出せるようにアンテナを張りますから） 

さて、皆さん。この幾会に普段目もくれない本を読んだり、親族に電話してみたりするのも有りかもよ。 

GW 関係なくお仕事してくれている仲間もいますが、長いお休みを取らざるをえない方、専属が暦通りの稼働で

お休みの方とわが社はまちまちですが、とにかく身も心も五月晴れを迎えられるように今は心を整えて笑顔で毎

日を粛々と過ごしましょう。私は先日、家の中で床に寝そべりストレッチしていたら壁の汚れやほこりに気が付

き大掃除を始めました。次の休日は断捨離を実行しようと思っております。「エンジョイ＊ホーム❣」ＦＭ横浜

の Dj 柳井真紀さんが「スティホーム」じゃ犬を調教しているみたいだし、強制感が有るから「エンジョイ💛 

ホーム」の方が楽しみましょう感が出て良くないですか⁈と。私はそれを聞いて大賛成。私も今まで出歩いてば

かりいたので少し家にいる時間を増やして会社の指揮官としてもこの危機を乗り越えられる策を練る時間を作

ろうと思います。わが社は小さいけど本当に色々な仕事をしているし生活必需品を扱っている便が有るので 

他の運送会社さんより打撃は少ない方だと、又、これまでのお付き合いで手を差し伸べてくださる方もいらっし

ゃります。ありがたいことですね。みんなが毎日頑張ってくれているからだろうね「おかげ様」の気持ち忘れず。 

マスクをしていてもみんな笑顔でいてね！いい事が絶対起こるから、上を向いてね！未来が見えるから‼ 

           5月に誕生日を迎える方        

5 月 15 日 本社空港貨物輸送専属  森 英二 

5 月 20 日 代表取締役       加川 一江 


